
－ 建築
  

22

鹿児島旧港北防波堤灯台
鹿児島市本港新町
設計：不詳
 
25

南州神社電燈 一対 

鹿児島市上竜尾町2-1　
設計：不詳
 
26

旧重富島津家住宅米蔵 

鹿児島市清水町31-8 

設計：不詳 

 
27

磯工芸館 

鹿児島市吉野町9688-24 

設計：隈元 長栄　
用途：商業施設 

 
28

異人館
（旧鹿児島紡績所技師館）
鹿児島市吉野町9685-15 

設計：不詳　
用途：文化施設
 
29

旧芹ヶ野島津家
金山鉱業事業所 

鹿児島市吉野町9688-1 

設計：不詳　
用途：商業施設
 
31

旧鹿児島刑務所正門 

鹿児島市永吉1-30-1

設計：山下 啓次郎
 
33

イイテラス 

鹿児島市荒田1-16-7 

設計：アトリエ環建築設計事
務所 

用途：店舗・オフィス・集合住
宅
 
34

鹿児島大学稲盛会館 

鹿児島市郡元1-21-40 

鹿児島大学工学部構内 

設計：安藤 忠雄　
用途：多目的ホール
 
35

鹿児島大学総合研究博物館
常設展示室
鹿児島市郡元1-21-30 

設計：文部省　
用途：博物館
 
36

ゼロのいえ 

鹿児島市鴨池1-42-22

設計：高崎 正治
用途：住居・アトリエ

  市外

－ ギャラリー
  

64

ギャラリー Do-Ma 

姶良市加治木町仮屋町81 

tel.0995-55-7077 

  11：00 –18：00  

 不定休（会期中無休） 
 

－ 美術館・博物館
 

47  
スターランドAIRA　  

姶良市北山997-16 

tel.0995-68-0688 

 月–金9：00 –16：30、土・
日13：00 – 21：00  

 月・火曜日（祝日は開館）、
年末年始（12月29日 –1月3日）
H P  

 
48    
霧島アートの森   

姶良郡湧水町木場6340-

220 

tel.0995-74-5945 

 9：00 –17：00（入園は16：
30まで） 　

 7月20日– 8月31日の土・
日・祝は19：00まで（入園18：
30まで）、月曜日（祝日の場合は
翌日）、12月29日 –1月3日
H P    

 
50   
上野原縄文の森
霧島市国分上野原縄文の森
1-1 

tel.0995-48-5701 

 9：00 –17：00（入館は16：
30まで）  

 月曜日（祝日の場合は翌日）
H P    

 
52   
せんだい宇宙館   

薩摩川内市永利町2133-6　　　 

tel.0996-31-4477 

  10：00 – 21：00（入館は
20：30まで）  

 月曜日（祝日の場合は翌日）
H P  

 
53   
薩摩伝承館 　  

指宿市東方12131- 4（指宿
白水館敷地内） 
tel.0993-23-0211 

 8：30 –18：00   無休
H P  

 
54   
JAXA 種子島宇宙センター  

熊毛郡南種子町大字茎永字
麻津 

tel.0997-26-2111 

 9：30 –16：30  

 月曜日（月曜が祝日の場合は
火曜日、8月は第1・第５月曜のみ
休）、12月28日 –1月2日
※社員食堂11：30 –14：00 （休
業日：土日祝、打上げ日）
H P  

55    
田中一村記念美術館   

奄美市笠利町節田1834 

tel.0997-55-2635 

 9：00 –18：00（入館は17：
30まで） ※7月 – 8月は9：00 – 

19：00、入館は18：30まで
 第1・第3水曜日（祝日の場

合は翌日）
H P    

－ 建築
  

49  
霧島国際音楽ホール
（みやまコンセール） 
霧島市牧園町高千穂3311-

29 

設計：槇総合計画事務所 

用途：文化施設
H P  

 
51

輝北天球館 

鹿屋市輝北町市成1660-3 

設計：高崎 正治　
用途：公共施設

H P   

 

ギャラリスト紹介
浜地克徳さん
（株式会社zenzai 

代表取締役） 

蒲生の古民家茶廊で16年間
培ってきた経験を活かし、喫
茶とギャラリーの運営を行っ
ています。京都市立芸大出身
なので関西圏のネットワーク
や、鹿児島でのアートやデザ
インの繋がりから、県内外の
作家を半 く々らいの割合で月
1の企画展を続けてきました。
施設の顧客が女性中心とい
うこともあり、見て楽しいもの、
心地よいもの、可愛いものをコ
ンテンツの軸に置いています。
美術が好きな方や創作する
方は多いですが、買う人は圧
倒的に少ない。ギャラリーは
作品を売る場所ゆえ、そのま
ま作家の生活にも直結する
ので、作家の活動支援、コレ
クターの発掘・養成、ギャラ
リー文化の育成と同時に、買
うことを楽しむ方を増やして
いきたいです。またギャラリー
が街の中で果たす機能や価
値を高めていく役割を果たせ
ていけたら。パブリックスペー
スのような空間で、純粋に
アートの力でお客さんを引き
寄せ、引き止めたりできる。こ
んなオープンなギャラリーも
稀だと思います。作家の力も
試される。若い女性がアート
に一目惚れして買っていかれ
ることも起こっているんです。
 （zenzaiマージナルギャラリー 70）

12

鹿児島市庁舎 本館 

鹿児島市山下町11-1 

設計：大蔵省営繕管財局工
務部
用途：庁舎 

 
13

鹿児島県立博物館 

鹿児島市城山町1-1 

設計：岩下 松雄　
用途：博物館
 
14

旧鹿児島県立博物館
考古資料館 

鹿児島市城山町1-5

設計：不詳　
用途：博物館
 
15

鹿児島県教育会館 

鹿児島市山下町4-18 

設計：三上 昇　
用途：事務所
 
16

鹿児島市中央公民館
（元鹿児島市公会堂）
鹿児島市山下町5-9 

設計：片岡 安
用途：公共施設 

 
20

旧鹿児島県庁舎正面門 

鹿児島市山下町14-50　
設計：不詳 

 
21

県政記念館
（旧鹿児島県庁舎本館）
鹿児島市山下町14-50 

設計：曽禰中條建築事務所 

用途：文化施設
 
67

日本ガス
鹿児島市中央町8-2

設計：渡辺 節
用途：オフィス
 
68

BIGIビル
鹿児島市東千石町18-8

設計：安藤 忠雄
用途：店舗

  その他市内
 
－ ギャラリー
  

38  
Mizuho Oshiro 

ギャラリー 

鹿児島市紫原6-51-25　 

tel.099-813-5460 

  11：00 – 20：00  

 水曜日
 無料 

 mizuhooshiro-gallery@

btvm.ne.jp
H P  

39

壺中楽 

鹿児島市吉野町2433-17 

tel.099-243-2555 

  11：00 –18：00  

 日・月曜日、祝日（企画展中
は無休。電話で要問合せ） 

 無料
 
42   
コーヒーギャラリー蒼  

鹿児島市中山町 918-5

tel.099-260-6106 

  11：00 –17：00  

 月・火・水曜日 

 無料 

 

 
58

Gallery Sage 

ギャラリーセージ 

鹿児島市城西2丁目10-22　　 

tel.099-210-5802 

  10：30 –17：30 ※日・祝は
17時まで  

 木曜日（企画展期間以外は
水・木曜日）

 無料
H P  

－ 美術館・博物館
 

23   
桜島ビジターセンター  

鹿児島市桜島横山町1722-

29 

tel.099-293-2443 

 9：00 –17：00  

 無休 

 無料
H P  

 
30    
尚古集成館   

（2024年10月末まで休館） 
鹿児島市吉野町9698-1 

tel.099-247-1511　 

 9：00 –17：00  

 無休 

 一般1000円、小・中学生
500円（仙巌園と共通）
H P  

 
32    
長島美術館   

鹿児島市武 3-42-18 

tel.099-250-5400 

 9：00 –17：00（入館は16：
30まで）

 火曜日（祝日の場合は翌平
日） 

 常設展：一般1,000円、
高・大学生800円、小・中学
生400円、シニア（65歳以上）
500円 

 Nagashima-M@ngp.jp
H P   

37    
鹿児島市立科学館   

鹿児島市鴨池 2-31-18 　　　 

tel.099-250-8511

 9：30 –18：00（入館は17：
30まで）  

 火曜日（祝日の場合は、そ
の後の最初の平日）、12月29

日 –1月1日 

 大人400円、小人150円
宇宙劇場観覧料：大人500

円、 小人200円
H P   

 
41

中村晋也美術館 

鹿児島市石谷町2366 

tel.099-246-7070 

  10：00 –17：00（入場は
16：30まで） 

 月曜日（祝日の場合は翌日）
 一般500円、高校生200

円、小・中学生100円
H P  

 
44   
三宅美術館   

鹿児島市谷山中央1-4319-4

tel.099-266-0066 

  10：00 –16：30  

 水曜日、年末年始、臨時休
館有り 

 一般（大学生を含む）500

円、高校生300円、 小・中学
生200円、70歳以上100円 

 mail@miyake-art.com
H P  

 
45   
児玉美術館  

鹿児島市下福元町8251-1 

tel.099-262-0050 

  10：00 –16：00  

 月曜日（祝日の場合は翌日）
12月11日 –1月3日は館内整
理のため休館

 一般500円、高・大学生
300円、小・中学生200円 

 kodama-art-museum@

space.ocn.ne.jp
H P   

 
46    
平川動物公園 

鹿児島市平川町5669-1 

tel.099-261-2326 

 9：00 –17：00（入園は16：
30まで）  

  12月29日 –1月1日 

 一般500円、小・中学生
100円
H P   

－ 複合文化施設
  

40   
しょうぶ学園
しょうぶ文化芸術支援セン
ターアムアの森
鹿児島市吉野町5066　　
tel.099-243-6639 

 info@shobu.jp
H P    

本紙面に掲載しているイベン
トや 施設についての開催・開
館状況など最新の情報は各
施設へご確認下さい。 

   開場時間
   休み
   入場料
   カフェ
   授乳室
   多目的トイレ

H P    ホームページ有り
    Instagram有り
   Twitter有り
   facebook有り

  鹿児島中央駅～市役所 

－ ギャラリー
  

62

art space＆shop haru　　　 

鹿児島市平之町9-31 

tel.099-295-3758

  10：30 –17：30  

 不定休 

 無料 

 haru-graphic.01@kfa.

biglobe.ne.jp
H P   

 
65    
山形屋画廊
鹿児島市金生町3-1

山形屋3号館3階
tel.099-227-6091

  10：00 –19：00

 山形屋店休日に準ずる
 無料

H P  

 
66

gallery HINGE

鹿児島市加治屋町1-7山崎
ビル207（第二柿本寺ビル）

  11：00 –18：00

 イベント開催時のみOPEN

 無料
 gallery.hinge.kagoshi-

ma@gmail.com

 

 
69   
さつまブランドギャラリー
鹿児島市新照院町41-1

SHIROYAMA HOTEL 

Kagoshima4F

tel.099-223-0411

 8：00 – 21：00

 ホテルの休館日に準ずる
 無料

H P  

 
59

Shop&Gallery 

SOMETHING　 

鹿児島市東千石町11-14-2

サムシングビル2F 

tel.099-294-9755 

  11：00 –18：00  

 無休  

 無料 

 info@g-something.com 
H P    

63   
ギャラリー白樺
鹿児島市泉町14-9 

tel.099-226-4518 

11：00 –18：00  

 水曜日 

 無料 

 shirakaba0203@yahoo.

co.jp
H P  

 
70

zenzaiマージナルギャラリー
鹿児島市呉服町6-5 マルヤ
ガーデンズ7F
（蒲生茶廊zenzaiマルヤガーデ
ンズ店内）
tel. 099-248-9369　

  11：00～20:00

 マルヤガーデンズの休業日
に準ずる　

 無料
H P   

－ 美術館・博物館
  

9

陽山美術館 

鹿児島市山下町8-3美術館
ビル5F

tel.099-239-5555 

  10：30 –13：00、14：30  

–16：00（入館は15：30まで） 
 土–月曜日、祝祭日、12月1

日 –2月末日、 8月13日 –15日
 一般500円、高校生400

円、小・中学生300円 

 info@musee-yozan.

or.jp
H P  

 
17    
鹿児島市立美術館
鹿児島市城山町4-36 

tel.099-224-3400 

 9：30 –18：00（入館は17：
30まで）  

 月曜日（祝日の場合は翌平
日）、12月29日 –1月1日 

 一般300円、高・大学生
200円、小・中学生150円
H P   

 
18    
かごしま近代文学館・
メルヘン館 

鹿児島市城山町5-1 　  

tel.099-226-7771 

 9：30 –18：00（入館は17：
30まで）  

 火曜日（祝日の場合は翌日）、
年末年始12月29日 –1月1日 

 各館：一般300円、小中学
生150円／共通：一般500

円、小中学生250円
 kinmeru@k-kb.or.jp

H P    

19    
鹿児島県歴史・
美術センター 黎明館
鹿児島市城山町 7-2   

tel.099-222-5100 

 9：00 –18：00（入館は17：
30まで）

 月曜日（国民の祝日の時は翌
日）毎月25日（土曜日・日曜日
のときは開館）12月31日、1月
1日、1月2日 

 一般400円、高大学生
250円、小中学生150円
H P    

－ 複合文化施設
  

4  
グッドネイバーズ　 　
鹿児島市住吉町7-1 

tel.099-295-6658 

11：00 –19：00  

 火曜日、第2・第4水曜日 

 info@good-neighbors.

info
H P    

 
10  
レトロフトチトセ（1F）
レトロフトMuseo（2F）
鹿児島市名山町2-1レトロフ
ト千歳ビル1F・2F

tel.099-223-5066

 店舗により異なる
 月曜日、第2・4日曜日（レト

ロフトチトセ）／不定休（レトロ
フトMuseo） 

 無料
 info@retroftmuseo.

com 
H P    

－ 建築
  

2

鹿児島カテドラル・ 

ザビエル記念聖堂
鹿児島市照国町13-42 

設計：坂倉建築研究所
用途：宗教施設
 
3

マルヤガーデンズ
鹿児島市呉服町6-5 

設計：みかんぐみ
用途：商業施設
 
5

山形屋 

鹿児島市金生町3-1 

設計：斎藤 久孝　
用途：商業施設 

 
7

鹿児島県産業会館 

鹿児島市名山町9-1 

設計：内藤建築事務所 

用途：事務所・会議室 

 
8

南日本銀行本店 

鹿児島市山下町1-1 

設計：三上 昇　
用途：銀行

かごしま文化情報センター（KCIC）
〒892-0815 鹿児島市易居町1-2 鹿児島市役所 みなと大通り別館1F
Tel. 099-248-8121  Fax. 099-248-8127
開所時間―10：00 –18：00　土曜・日曜・休日は休所
─
2022年12月発行

1│表紙のQRコードを端末で読み取り、
  かごしま文化情報センターのホームページへ 。
2│最初の画面に出てきた、「▢ 番のピンへ移動」という
  コメントの、▢ をタッチして行きたい場所の番号を
  入力 すると掲載スポットの地図・詳細が表示されます。 

QRコードの読み取りで、すぐに道案内
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鹿児島市城山町にある「かごしま
近代文学館」。市内の文学振興や
文化向上を目的に、1998年開館。
鹿児島にゆかりのある近代文学に
関する資料を収集・保管するほか、
展示公開も行っています。なかで
も、向田邦子に関する所蔵品を軸
とした企画展の充実度は、全国で
も類を見ないほど。学芸員の井上
さんから、文学館のありかたや向
田文学の魅力を伺いました。

 

全国でもユニークな文学館

　かごしま近代文学館は、鹿児島に
ゆかりのある28人の作家や鹿児島を
舞台にした作品資料を収集・保管し、
企画展を通じて、多様な視点から紹
介しています。全国的に珍しいのは、
児童向けの文化施設「かごしまメル
ヘン館」を併設しているところ。かごし
まメルヘン館は、遊びながら絵本や
童話の世界を体感できるミニアスレチ
ックやトリックアートのほか、親子で
絵本を楽しむコンテンツを備えていま
す。建物は、入口から右手にかごしま
メルヘン館、左手にかごしま近代文
学館が建っているため、幼いころから
童話や絵本の世界に触れて育ち、中
高校生になったら近代文学への導線
が出来ていることが大きな特色です。
文学館というと研究色が強く敷居が
高いイメージを持たれがちですが、子
どもたちがたくさん遊びに来る場所で

もあるので、一般的な文学館より気
軽に訪れていただきやすいかと思いま
す。
　いまも昔も、鹿児島は歴史と美術
が強い街です。例えば、薩摩藩は明
治維新で重要な役割を果たしました
が、文芸界では文芸雑誌『明星』や
『白樺』、『スバル』が創刊され、鹿児
島にはそれらに携わった方が大勢い
ました。『明星』は与謝野鉄幹・晶子
夫妻が、『白樺』は薩摩川内市にゆか
りのある有島三兄弟、『スバル』は吉
井勇と、本館の常設展で紹介してい
る作家たちも文芸誌に関わっていた
方が多くいます。美術界では鹿児島
出身の洋画家・黒田清輝、養父であ
り歌人の黒田清綱の展示も行ってい
ます。また、「改造社」を創業した鹿児
島県出身の実業家・随筆家の山本實
彦からの潮流も目を見張るものが。そ
れを紐解いていくと、芥川賞候補に挙
がった作家・古木鐵太郎や谷崎潤一
郎、志賀直哉など、著名な作家につ
ながっていきます。当時の売れっ子た
ちを支えた、改造社の功績は大きい
と思います。一方、鹿児島に移り住ん
だ椋鳩十や島尾敏雄、戦後文学を代
表する作家・梅崎春生など、生まれ故
郷ではない鹿児島での暮らしを作品
に落とし込む作家もいて、外からの視
点で鹿児島の魅力を紡ぐ作品が多い
です。いまも鹿児島出身で活躍されて

いる作家もいますが、鹿児島をテーマ
に書いている県外出身者が多い。鹿
児島を“故郷もどき”と呼んだ向田邦
子もそのひとりですね。
 

向田邦子から鹿児島を視る
 

　向田邦子は1929年生まれ、東京
出身の脚本家であり、エッセイスト、
小説家。1939年に保険会社に勤め
る父親の転勤に伴って、10歳からの
２年３カ月を鹿児島で過ごしました。
これが向田と鹿児島のつながりです。
当時の住まいは鹿児島市平之町で、
学校は鹿児島市の山下尋常小学校
でした。かごしま近代文学館から目と
鼻の先のエリアで暮らしていた、とい
うことになります。鹿児島県立博物館
や鹿児島中央公民館、山形屋は、い
まも当時の建物が残っているので彼
女も目にしていたはずです。当時の同
級生たちにインタビューをした際は、
建物の話題がよく出ていたので、彼
女の暮らした風景を身近に感じてい
ただけるかもしれませんね。ちなみに、
その同級生のなかにエッセイ『鹿児島
感傷旅行』で彼女をご案内された「喫
茶メルヘン」の方もいらっしゃって、店
へも訪れたそうです。いまも喫茶店は
その娘さんが引き継いで営業を続け
ており、全国からファンが足を運んで
いるようです。

向田文学から見える鹿児島の魅力
は、ずっと住んでいると見えない鹿児
島に触れられるところ。２泊３日の『鹿
児島感傷旅行』のとき、巡った場所は
いわゆる観光地だったのですが、桜
島について「七つの色に変わるという
定説通り」と表現されました。日ごろ
桜島を目にしていても、日常すぎてと
てもそのようには見えないですよね。
鹿児島名物の両棒餅も作中に登場し
ますが、私自身は日常のおやつとして
ほぼ食べに行くことがない。県外のお
客様から「両棒餅をよく食べるんです
か？」と聞かれるのですが、作品を通
して両棒餅という郷土のお菓子があ
ることを知っていただけるのは良いで
すよね。
　転勤族の父親に伴って全国各地
を転 と々暮らした向田が、特に愛着を
もった土地、鹿児島。それは時代背
景も大きく影響していました。戦争の
足音が聞こえる頃ではあったものの、
まだ激化しておらず、のんびりと暮らせ
ていたと思います。家族７人がみんな
揃っていましたし、ちょうど年齢的に
も小学３～４年生の、一番無邪気に
色々なことを吸収できる時期に過ごし
ていたので、良い記憶が多かったので
はないか。東京から来たということも
あり、「分限者どん」と言われるなど、
鹿児島での生活は裕福なものであっ
たと思われます。妹の和子さんも、家
族みんなが鹿児島のことが好きだっ
た、と仰っていて、引っ越した後も鹿
児島の話題がよく出たと。さまざま要
素が混ざり合って良い思い出が多か
った場所であり、「故郷もどき」と呼ん
だ理由だと思いますね。彼女が乳が
んを患って手術後にエッセイの連載
を始めるのですが、最初に書いたのが
『薩摩揚』。自身が病気になったとき
に、良い思い出がよみがえって、鹿児
島のことを思い出してくださったのだ
なと感じました。

　彼女の特別展を多く手がけている
ことから、「一番好きな作品は何です
か？」と尋ねられることがありますが、
年代によって変化しています。20代は、
『手袋をさがす』にハマりました。自
分は何がしたいんだろう、と模索する
感じでしたね（笑）。あとは『独りを慎
しむ』や『箸置』も。生活の見えないと
ころもきちんとしないといけない、とい
うエッセイです。30代になると、育休
や産休を取得したこともあって時間
の使い方が大きく変わり、『時計なん
か怖くない』が好きでしたね。いまは
40代になって『寺内貫太郎一家』に
登場する貫太郎の母についてのエッ
セイ『寺内貫太郎の母』、ですね。テ
レビドラマでは樹木希林が演じてい
ましたが、そのベースになっているの
は向田の二人の祖母だったと書いて
います。おばあちゃんになっても素敵
に生きていきたいという内容なのです
が、だんだんと老後のことを考えるよ
うになり、面白いと思うようになりまし
た。『眠る盃』に収録されているエッセ
イ『消しゴム』も好きです。この作品
は、最近改めて読み直して向田の作
家としてのすごみを実感しました。『父
の詫び状』のあとがきを書かれた沢
木耕太郎も褒めていらっしゃいました
ね。作品の特徴として、タイトルと冒頭
はあまり一致していなくて、最後まで
読むと分かるものが多い。『消しゴム』
もそのひとつで、タイトルだけでは“ど
んな内容なんだろう？”と思うのです
が、読んでいて驚きがあります。
 

つかまえられそうで
つかまえられない

 

　没後40年以上が経っても色あせな
い向田文学。数々の作品とともに、向
田邦子というひとりの女性としても注
目され続けています。仕事ができて、
おしゃれでライフスタイルもかっこい

いのに、おっちょこちょいなところもあ
る。“隣のデスクで仕事をしている先
輩のお姉さん”のような感じがする。
彼女のキャラクターが多くの共感を
得て、女性ファンがたくさんいるのだと
思います。一方で、作品を読んでいる
と、どこかで突き放されるような感覚
も。憧れても手が届かないところにい
る、例えるなら“しっぽがたくさんある
猫”のような人にも感じられます。一
筋縄ではいかなくて、つかまえられそ
うでつかまえられない。それがまた魅
力ですね。企画展に訪れるお客様の
多くが、彼女のライフスタイルに興味
がある。もちろんその先には小説もあ
るので、展示ではその両面の魅力を
伝えていきたいですね。まずはエッセ
イとライフスタイルを混ぜ合わせて知
っていただいて、小説も読んでいただ
くようなかたちが向田文学を深めるこ
とになるかと思います。
　また、彼女は立ち止まらずに、常に
前へ前へと進んでいた人。脚本家時
代も、当時、倉本聰や山田太一と同世
代で、脚本家一本でも大成されてい
た方だとは思いますが、「活字で未来
に残していきたい」とエッセイや小説
の世界に足を踏み入れた。当時はか
なり珍しいスタイルでした。いまは珍
しくないかと思いますが、当時はずい
ぶん叩かれてしまう時代でしたから。
51歳でお亡くなりになりましたが、好
奇心が旺盛でいくつになっても、次の
挑戦をしていた方です。きっと亡くな
られていなかったら、次の何かをされ
ていたのでは、と思いますね。ひとつ
のところに留まっていない、それが原
動力になっていたのではと感じます。
　展示の企画にあたって、扱いが難
しいのが脚本です。台本を展示する
だけだと、その魅力がなかなか伝わり
づらい。これを解決するために2022

年から始めたのが、「脚本リーディン
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上：かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館の外観。下：自宅リビングの再現も見所の向田邦子の展示場風景。

鹿児島時代の同級生にも贈ったという、向田が気に入っていたフィリップ・サルベのシャツ。

常設展示で展示中のエッセイ『消しゴム』の原稿。

グ講座」。1977年のテレビドラマ『毛
糸の指輪』の脚本をテキストにして、
参加者が三人一組になって演じて読
みました。そこで分かったことは、セリ
フがまったく古びていない。公衆電話
など、いまはほとんどない小道具など
も登場するのですが、日常のシーンを
描いているので言葉がスッと入ってき
ます。参加者がセリフを読むと会話が
生き生きとしていて、向田の脚本のす
ばらしさを実感しました。向田ファン
の参加者はあまりいなかったのです
が、この講座をきっかけに作品やライ
フスタイルに興味をもってくださった
ら嬉しいです。
　本館では毎年、向田作品とライフ
スタイルの紹介を交互に行っている
のですが、彼女のファンは本当に幅広
いのが特徴です。一冊だけ読んだこ
とがあるという方もいらっしゃれば、と
ても知識が豊富なファンも。どんな方
にも楽しんでいただける展示をつくる
ことが目標ですね。現在の常設展で、
2021年に見つかった向田の音源を
聴くことができます。これは直木賞を
受賞した『思い出トランプ』についての
読者とのやり取りですが、「100人い
れば100通りの読み方がある」と仰っ
ていました。どの作家にも言えること
ですが、展示をご覧いただいて、初め
ての方は本を手に取って読んでみたく
なる。何度も作品を読んだことがある
方でも、家に帰ってもう一度本をめく
っていただけるような展示づくりを目
指しています。彼女自身が仰っていた
ことと同様に、「向田文学とはこういう
もの、向田はこんな人」と決めつけず
に、“それぞれの向田邦子”を感じてい
ただける構成を心がけています。
 

INFO

企画展「向田邦子の家時間～着ること食べる
こと住まうこと」2023年1月23日（月）まで

井上 育子（かごしま近代文学館学芸員）
1975年熊本にて生まれ、出水、加世田で育つ。
鹿児島女子短期大学教養学科卒業後、鹿児
島市立図書館の勤務を経て、2000年より当
館に勤務。産休、育休を取得しながら2019年
まで向田邦子の特別展・企画展を担当。現在
も常設展「向田邦子の世界」を手がけ、向田
にまつわるメディア対応も行う。

かごしま近代文学館
鹿児島市城山町5-1

tel.099-226-7771

※裏面[鹿児島中央駅～市役所]ギャラリー欄
18  を参照。


